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香川県後期高齢者医療広域連合 

超 少 子 高 齢 社 会 の 急 速 な 進 展 に 伴 い 、生 活 習 慣 の 変 容 な ど に 伴 う 疾 病

構 造 の 変 化 に 対 応 し た 取 組 が 求 め ら れ て お り 、保 険 者 は レ セ プ ト 等 の デ

ー タ 分 析 、そ れ に 基 づ く 保 健 事 業 の 実 施 計 画 の 策 定 等 、レ セ プ ト 等 を 活

用 し た 保 健 事 業 を 推 進 す る こ と と さ れ ま し た 。

 基本的事項等 

高 齢 者 が で き る 限 り 長 く 自 立 し た 日 常 生 活 を 送 る こ と が で き る よ

う 、 生 活 習 慣 病 等 の 疾 病 の 発 症 ・ 重 症 化 予 防 や 心 身 機 能 低 下 防 止 を 支

援 す る と と も に 個 々 の 被 保 険 者 の 健 康 保 持 増 進 活 動 を 支 援 し 、そ の 生

涯 に わ た る 生 活 の 質 （ Ｑ Ｏ Ｌ ） の 維 持 ・ 向 上 を 促 進 し ま す 。  

概要版

計 画 策 定 の 目 的

平 成 27 年 度 か ら 平 成 29 年 度 。

計 画 期 間

評 価 は 『 対 策 の 方 向 性 』 に 基 づ く 15 の 『 目 標 』 項 目 に 沿 っ て 行 い

ま す 。『 短 期 的 目 標 』 は 単 年 度 ご と に 、『 中 長 期 的 目 標 』 は 計 画 終 了

年 度 に 第 三 者 機 関 や 関 係 団 体 の 意 見 等 を 聴 き な が ら 行 い ま す 。  

ま た 、 Plan（ 計 画 策 定 ） 、 Do（ 実 行 ） 、 Check（ 評 価 ） 、 Act ion

（ 見 直 し ）の Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル に よ り 、適 切 な 進 行 管 理 を 図 り な が ら 、

計 画 の 評 価 、 点 検 、 見 直 し を 行 い ま す 。  

評 価 方 法 と 見 直 し
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 保健事業 

１ ． 「 高 血 圧 性 疾 患 」 や 「 糖 尿 病 」 な ど の 生 活 習 慣 病 の 「 入 院 外 」 受

診 が 「 入 院 受 療 者 」 へ と 移 行 し 、 「 入 院 医 療 費 」 を 押 し 上 げ る た

め 、 生 活 習 慣 病 の 発 症 、 重 症 化 予 防 が 重 要 で あ る 。  

２ ．年 齢 階 級 別 一 人 当 た り 医 療 費 や 生 涯 医 療 費 か ら 、後 期 高 齢 者 に 移

行 す る 前 の 65歳 ～ 74歳 の 間 に お け る 生 活 習 慣 の 改 善 や 、健 康 増 進

へ の 取 り 組 み が 重 要 で あ る 。  

３ ．要 介 護（ 支 援 ）に 移 行 す る 大 き な 要 因 と な る 、骨 折・転 倒 予 防 や 、

認 知 症 の 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 へ の 取 り 組 み が 重 要 で あ る 。  

４ ． 「 1人 当 た り の 歯 科 医 療 費 」 が 高 い こ と か ら 、 高 齢 者 特 有 の 肺 炎

予 防 や 生 活 の 質 （ Ｑ Ｏ Ｌ ） 向 上 の た め 、 口 腔 内 の 健 康 状 態 を 保 つ

こ と が 重 要 で あ る 。  

５ ．健 康 寿 命 の 延 伸 を 図 る た め 、被 保 険 者 自 ら の 健 康 保 持 増 進 活 動 や

生 活 の 質 （ Ｑ Ｏ Ｌ ） 向 上 の た め の 取 り 組 み が 重 要 で あ る 。  

健康課題のポイント 

保 健 事 業 は 被 保 険 者 全 体 に 対 す る ポ ピ ュ レ ー シ ョ ン ア プ ロ ー チ と 、

生 活 習 慣 病 の 重 症 化 リ ス ク の 高 い 階 層 に 個 別 に 行 う ハ イ リ ス ク ア プ

ロ ー チ を 効 果 的 に 組 み 合 わ せ て 展 開 し ま す 。  

ま た 、効 果 性 や 効 率 性 、地 域 資 源 等 に 配 慮 す る と と も に 、地 域 の 健

康 課 題 等 を『 見 え る 化 』し 、適 切 に 情 報 提 供 を す る こ と で 市 町 が 行 う

保 健 活 動 を 支 援 し ま す 。  

さ ら に 、 介 護 予 防 対 策 と の 連 携 に も 留 意 し ま す 。

保 健 事 業 の 体 系 的 な 実 施 

健康診査事業 

歯科健康診査事業【新規】 

糖尿病対策支援事業【新規】 

長寿・健康増進事業 

医 療 機 関 の 適 正 受 診 等 に 関 す る

パンフレット作成事業【新規】 

重複・頻回受診者訪問指導事業 

後発医薬品の使用促進事業 

医療費通知送付事業 

健康教育・ 

健康相談等 

保 健 指 導 

健 康 診 査 
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⑥

健 康 診 査 受 診 率 の

向 上 （ 広 域 連 合 被

保 険 者 ） （ % ）  

3 4 . 2 8  3 5 . 1 0  3 5 . 5 2  3 5 . 9 4  短 期

⑦

低 栄 養 傾 向 ( BM Ｉ

2 0 以 下 ) の 被 保 険

者 の 割 合 の 増 加 抑

制（ 香 川 県 6 5 歳 以

上 ）  （ % ）  

1 4 . 9  

（ 2 3 年 度 値 ）
̶ ̶  1 4 . 9 以 下 中 長 期

⑧

咀 嚼 良 好 ( 何 で も

か ん で 食 べ ら れ

る ) 被 保 険 者 の 割

合 の 増 加 （ 広 域 連

合 被 保 険 者 ）（ ％ ）

デ ー タ な し  デ ー タ 確 保  ̶  
2 6 年 度  

実 績 以 上
中 長 期

⑨

要 介 護 ( 支 援 ) 新 規 認

定 者 の 割 合 の 増 加 抑

制 （ 広 域 連 合 被 保 険

者 7 5 歳 以 上 ） （ % ）

1 5 . 8 0  
1 5 . 8 0  

以 下  

1 5 . 8 0  

以 下  

1 5 . 8 0  

以 下  
短 期

⑩

「 筋 ・ 骨 疾 患 」 に

よ る 要 介 護 ( 支 援 )

者 の 割 合 の 増 加 抑

制  （ 広 域 連 合 被

保 険 者 ） （ % ）  

5 9 . 3  
5 9 . 3  

以 下  

5 9 . 3  

以 下  

5 9 . 3  

以 下  
短 期

⑪

歯 科 健 康 診 査 受 診

率 の 向 上 （ 広 域 連

合 被 保 険 者 7 5 歳 ）

（ % ）  

7 . 9 7  8 . 1 5  8 . 2 4  8 . 3 3  短 期

⑫

運 動 習 慣 者 の 割 合

の 増 加 ( 香 川 県 6 5

歳 以 上 )  （ % ）  

男 性 4 5 . 1  

女 性 3 1 . 6  

( 2 3 年 度 値 )  

̶  ̶  
男 性 5 0 . 5

女 性 3 7 . 2
中 長 期

⑬

長 寿 ・ 健 康 増 進 事

業 ( 人 間 ド ッ ク ) に

参 加 す る 被 保 険 者

数 の 増 加 （ 広 域 連

合 被 保 険 者 ）  

( 人 )  

1 , 4 0 4  1 , 4 3 7  1 , 4 5 4  1 , 4 7 1  短 期

⑭

重 複 ・ 頻 回 受 診 者

の 受 診 行 動 が 改 善

し た 割 合 の 増 加

（ 広 域 連 合 被 保 険

者 ）  ( ％ )  

3 8 . 5  3 8 . 5 以 上  3 8 . 5 以 上  3 8 . 5 以 上 短 期

⑮

後 発 医 薬 品 使 用 率

の 向 上 （ 広 域 連 合

被 保 険 者 ） （ ％ ）

4 7 . 1  5 3 . 5  5 6 . 7  6 0 . 0  短 期

計画計画
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 現状と評価 

   健 康 寿 命 の 延 伸  

  健 康 寿 命 と は 、 健 康 上 の 問 題 で 日 常 生 活 が 制 限 さ れ る こ と な く 生

活 で き る 期 間 の こ と で 、 香 川 県 の 全 国 順 位 は 男 性 38位 、 女 性 42位

と 男 女 と も 低 位 に と ど ま っ て い ま す 。  

平 均 寿 命 と 健 康 寿 命 の 差 が 開 く と 、 医 療 費 ・ 介 護 費 の 負 担 が 大 き

く な る こ と か ら 、 医 療 費 等 の 抑 制 に 資 す る こ と は も と よ り 、 個 人 の

生 活 や 幸 せ の た め に も 、健 康 寿 命 を 延 伸 さ せ る と と も に 平 均 寿 命 と

の 差 を 縮 め る こ と が 重 要 で す 。  

   医 療 費 か ら 見 る 課 題  

１ 人 当 た り 医 療 費 を 診 療 種 別 に 見 る と 、 香 川 県 は 特 に 「 入 院 外 医

療 費 」が 上 位 か ら 7番 目 、「 歯 科 医 療 費 」が 上 位 か ら 8番 目 と な っ て

い ま す 。  

ま た 、 「 入 院 医 療 費 」 で は 、 1人 当 た り 医 療 費 が 低 い 県 と 比 べ る

と 、 年 間 1人 当 た り 約 12.5万 円 高 く な っ て お り 、 本 県 で の 医 療 費 を

押 し 上 げ る 要 因 と な っ て い ま す 。

 香 川 県 の 後 期 高 齢 者 １ 人 当 た り の 年 間 医 療 費 は 、約 95 万 9 千 円（ 平

成 25 年 度 ） で 、 全 国 平 均 の 約 92 万 円 を 上 回 り 、 全 国 で 高 い 方 か ら

18 番 目 と な っ て い ま す 。  

ま た 、１ 人 の 人 が 生 涯 で 必 要 と な る 平 均 医 療 費 を 推 計 し た 生 涯 医 療

費 は 約 2,500万 円 で 、 概 ね 70歳 以 降 か ら 亡 く な る ま で に 生 涯 医 療 費

の 半 分 に 当 た る 約 1,250万 円 の 医 療 費 が 使 わ れ て い ま す 。  

医 療 費 の 状 況 

1

２

健康・医療情報の分析と健康課題の把握 

香 川 県 の 被 保 険 者 数 は 毎 年 平 均 約 2,000 人 ず つ 増 加 し て き て お

り 、 こ の 増 加 傾 向 は 団 塊 の 世 代 が 後 期 高 齢 者 に な る 平 成 37 年 ご ろ

に は 更 に 顕 著 に な り ま す 。  

香 川 県 の 総 人 口 に 占 め る 65 歳 以 上 の 高 齢 者 人 口 の 比 率 は 、 平 成

24 年 度 で 27.1％ と 全 国 平 均 （ 24.1％ ） を 上 回 っ て お り 、 全 国 で 高

い 方 か ら 15 番 目 と な っ て い ま す 。  

ま た 、 香 川 県 の 総 人 口 に 占 め る 75 歳 以 上 の 人 口 比 率 も 増 加 傾 向

に あ り 、 平 成 37 年 に は 約 20％ 、 平 成 52 年 に は 約 23％ に な る と

推 計 さ れ て い ま す 。  

被 保 険 者 数 と 高 齢 比 率 

- 3 - 

 主 要 な 疾 病 別 年 齢 調 整 死 亡 率 の 都 道 府 県 別 状 況 を 見 る と 、香 川 県 は

特 に 糖 尿 病 で の 死 亡 率 が 、高 い 方 か ら 男 性 5位 、女 性 2位 と 全 国 の 中 で

突 出 す る と と も に 、 女 性 の 腎 不 全 や 男 性 の 心 疾 患 に よ る 死 亡 率 も 高 い

状 況 に あ り ま す 。 こ の た め 、 「 糖 尿 病 」 「 腎 不 全 」 「 心 疾 患 」 の 発 症

予 防 や 重 症 化 予 防 に 努 め る 必 要 が あ り ま す 。  

習 慣 病 で あ る 「 高 血 圧 性 疾 患 」 、「

　 香 川 県 の 後 期 高 齢 者 の 「 入 院 外 の 疾 病 別 受 診 状 況 」 を 見 る と 、 生 活

糖 尿 病 」 は 、 総 外 来 受 診 者 数 の 約

24％ を 占 め て い ま す 。  

「 入 院 等 受 診 状 況 」を 見 る と 、「 骨 折 」が 7.8％ で 最 も 多 く 、ま た 、

香 川 県 の 骨 折 の 受 療 率 は 、 全 国 で 高 い 方 か ら 5番 目 、 骨 の 密 度 障 害 受

療 率 が 全 国 で 高 い 方 か ら 10 番 目 と な っ て い る こ と か ら 、 特 に 高 齢 者

は 骨 折 に 注 意 す る 必 要 が あ り ま す 。  

「 歯 科 医 療 費 」 で は 「 歯 肉 炎 及 び 歯 周 疾 患 」 が 最 も 多 く 、 総 歯 科 外

来 受 診 者 数 の 約 43％ を 占 め て い ま す 。  

歯 周 病 は 近 年 の 研 究 か ら 、 糖 尿 病 と 密 接 な 相 互 関 係 に あ る こ と が 指

摘 さ れ て い る こ と か ら 、 注 意 が 必 要 で す 。  

   介 護 か ら 見 る 課 題  

香 川 県 の 要 介 護 認 定 者 数 は 年 々 増 加 傾 向 に あ り 、高 齢 者 人 口 に 占 め る 要

介 護 者 比 率 は 18.9％ と な っ て い ま す 。  

介 護 が 必 要 と な っ た 主 な 原 因 は 、 要 支 援 1か ら 要 支 援 ２ の 比 較 的 軽 度 な

者 に お い て は 、 「 関 節 疾 患 」 や 「 高 齢 に よ る 衰 弱 」 、 「 骨 折 ・ 転 倒 」 を 原

因 と す る 場 合 が 多 く 、要 介 護 1～ 3に お い て は「 認 知 症 」、要 介 護 4以 上 の

重 度 者 に お い て は 、「 脳 血 管 疾 患 」を 原 因 と す る 場 合 が 多 い 状 況 と な っ て

い ま す 。  

こ の た め 、 健 康 寿 命 を 延 伸 す る た め に は 生 活 習 慣 病 の 重 症 化 予 防 や 骨

折 ・ 転 倒 防 止 、認 知 症 の 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 に 特 に 留 意 す る 必 要 が あ り ま

す 。  

疾病状況から見る課題 1 

入院外・入院から見る課題 2 

歯 科 か ら 見 る 課 題 3 

3
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 対策の方向性と目標 

№ 目 標  

目 標 値  

短 期現 状  

( 2 5 年 度 値 )  
2 7 年 度  2 8 年 度  2 9 年 度  

①

健 康 寿 命 の 延 伸

( 日 常 生 活 に 制 限

の な い 期 間 の 平 均

の 延 伸 )  

（ 香 川 県 ） （ 年 ）

健 康 寿 命  

男 性 6 9 . 8 6

女 性 7 2 . 7 6

平 均 寿 命  

男 性 7 9 . 7 3

女 性 8 6 . 3 4

（ 2 2 年 度 値 ）

̶  ̶  

平 均 寿 命 の

増 加 分 を 上

回 る 健 康 寿

命 の 増 加

中 長 期

②

1 人 当 た り 医 療 費

の 全 国 順 位 の 改 善

（ 広 域 連 合 被 保 険

者 ） （ 位 ）  

1 8  ̶  ̶  
全 国 順 位 の

改 善  
中 長 期

③

生 活 習 慣 病 の 占 め

る 医 療 費 の 割 合 の

増 加 抑 制 （ 広 域 連

合 被 保 険 者 ）（ % ）

6 6 . 1 9  ̶ ̶ 6 6 . 1 9  

以 下  
中 長 期

④

糖 尿 病 腎 症 に よ る

年 間 新 規 透 析 導 入

患 者 数 の 減 少  

（ 1 0 万 人 当 た り 、

香 川 県 ） （ 人 ）  

1 4 . 3  

（ 2 3 年 度 実 績 ）
1 1 . 7  1 1 . 1  1 0 . 4  短 期

⑤

糖 尿 病 が 強 く 疑 わ

れ る 者 ※ の 割 合 の

減 少 （ 広 域 連 合 被

保 険 者 ） （ % ）  

2 5 . 2  2 4 . 6  2 4 . 3  2 4 . 0  短 期

※  糖 尿 病 が 強 く 疑 わ れ る 者 と は 、 ヘ モ グ ロ ビ ン A 1 c が 6 . 5 ％ （ N G S P 値 ） 以 上 の 者  

 健 康 課 題 に 対 応 し 、 課 題 が 改 善 さ れ た 状 態 や 、 被 保 険 者 に 期 待 す

る 変 化 の 指 針 と な る 4 つ の ≪ 対 策 の 方 向 性 ≫ を 定 め ま す 。  

対 策 の 方 向 性 

（1） 健康寿命の延伸
（2） 主要な生活習慣病の

発症予防と重症化予防の推進

（3） 社会生活を営むために

必要な機能の維持・向上

（4） 被保険者自らの健康保持

増進活動への支援

4つ の  4つ の 「 対 策 の 方 向 性 」 に 対 応 し 、 15の 目 標 を 定 め ま す 。  目 標 

中 長 期


